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３．具体的な活動実施内容とその成果
① JFA 事務局内での代表的な活動

継続してペーパーレスを推進、理事会、常務理事会、事務局内管理職会議における削減枚数は A

サイズにて約 8万枚に留まった。CO2削減量としては、109kg 程である。その他、指導者講習会、

登録業務関連説明会、事務局職員会議など、ペーパーレス文化は定着しつつあるが、一方、全体の

活動量が増加傾向であり、総使用枚数は 285 万枚から 315 万枚へと増量している。

② JFA グリーンプロジェクト

引き続き、都道府県協会、サッカークラブ、自治体、学校、幼稚園・保育園を対象に芝生の苗の提

供等を実施。

③その他社会貢献、環境活動に関する活動

JFA 組織改革活動の一環として、2016 年度から社会貢献活動委員会として専門組織を再編するこ

ととなった。また、アジアサッカー連盟の社会貢献活動（栄養改善キャンペーン）に協力、一部の

活動では直接子どもたちに食料廃棄や食べ残しの問題を啓発し、環境負荷削減につながる講義も実

施した。

④地域／Ｊリーグ

大宮アルディージャ
ホームゲームやイベント開催時にクラブオリジナルのゴミ袋を使用。このゴ
ミ袋は、焼却時に発生する CO2 を従来の一般的なゴミ袋より約 60％削減す
る地球に優しいもの。

ヴィッセル神戸
毎年 6月下旬の海開きの間近に「須磨海岸クリーン作戦」を実施。市民ボラ
ンティアに加え、モーヴィやサポーターも参加。

ヴァンフォーレ甲府
9月19日開催のホームゲームでは、グリーン電力購入によるカーボンオフセッ
トとソーラーパネルで電力を供給する太陽光発電ステージを実施。

横浜 FC
基本方針に即し、清掃活動等に加え、手作り石鹸教室や古本回収など独自活
動も推進している。また、それぞれ、太陽油脂㈱、武松商事㈱といった企業パー
トナーを迎え、サステナブルな活動としている。

レノファ山口
11 月 14 日のホーム最終ゲームでは、宇部高校 SGHコース 2年生の提案を受
け、ゴミの分別等 3Rステーションを設置、調査や啓発活動を実施。スタッフ
に加え、塚本泰史クラブアンバサダーも参加（310 名）。

ギラヴァンツ北九州
6月と 10 月に「曽根干潟クリーン作戦」を実施。越冬のため飛来するズグロ
カモメ（絶滅危惧Ⅱ類）やカブトガニなどの多種多様な生物が生息する貴重
な自然保護にギランも協力。

栃木 SC
以前にご紹介した「足尾緑化事業」に加え、引き続き、開幕前の恒例行事と
してのグリーンスタジアム周辺清掃活動、ホームゲーム清掃活動を継続。

４．全体的な成果と今後の課題
● JFA

継続してペーパーレス化を推進しているが、事業数の増加に対応が追いついていない課題もみられ

る。各種競技会等での活動はごみ分別、持ち帰り等、最低限の活動にとどまる。

● Jリーグ

各クラブの取組が継続的に続いている。一部クラブについては活動定着に合わせ、参加者の増加等

取組が根付いていることが成果として出ている。

リーを開催。来場者約1000名中、約800名参加のうち約500名がゴール。標語を唱えながらラリー

に参加する小学生から大人まで楽しめるイベントとなった。

②『紙削減プロジェクト』の継続実施・強化

インターネットを利用した即時結果配信システムの充実進化により、更なる紙による情報配信の最

小化と削減。大会会場でのウォーターサーバーの設置とマイボトル推進。

③競技会等における環境活動

監督者会議でのレクチャー、各大会終了時にバナーとともに役員集合写真を撮影。休憩時間を利用

した場内ビジョンシステムでのアピールメッセージ露出。また、ゴミの削減を前提とし、例年通り

の所轄自治体ルールに則した分別と、持ち帰りを奨励、実施した。そのほか、月刊機関紙『水泳』

へのポスターページ掲載。

４．全体的な成果と今後の課題
　スタンプラリーは水泳 4団体で活動する初年度、初めてのチャレンジとして「水泳の日」＝全国

規模で多くの愛好者が参加したイベントであったが、来年度に向けて来場を予想される水泳ファン層

へ直接アピールする参加イベント企画を更に発展させたい。2020年東京オリンピック・パラリンピッ

クに向け、直接「水」を利用する種目である事から、より積極的に持続可能で身近な事から積み上げ、

同時に将来のトップスイマーたちにもアピールしていきたい。

５．JOC スポーツ環境専門部会員　齋藤由紀
　スポーツ環境委員会が連盟内に発足して 11年を機に、『水泳の日』内での新イベントを企画したが、

基本的活動内容とその理念は、小さなことの積み重ねで日常の延長上にあるという連盟の基本スタン

スがかなり浸透したことを受け、初めての一般観客参加型企画として成功、環境活動を膨らませ持続

可能な活動の輪を、特に若年層を含めた水泳愛好者にも広げる事を目指すものとなった。また今後、

より積極的にトップ選手にも協力を仰ぎ、発信力のあるプログラムも企画・具体化したい。

（公財）日本サッカー協会
１．実施概要
　JFA の「理念」、および「国連グローバル・コンパクト」における環境 3原則（2009 年 7月に署名）、

そして、環境省「チャレンジ 25キャンペ－ン」（2010 年 1月に登録）に基づき活動を継続。

２．平成 27 年度事業活動
●主催／後援競技会等におけるゴミ分別や公共交通機関利用の啓発

● JFA グリーンプロジェクトの推進

●旧環境プロジェクトを通じた各種啓発活動の推進

●アジアサッカー連盟の社会貢献活動における国内活動の推進

●オフィス（JFA ハウス）における環境への配慮（クールビズの実施等）
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５．JOC スポーツ環境専門部会員　宮沢 賢一
　昨年度は、噴火災害が発生し、噴火地域にあるスキー場で開催を予定していたスキー競技会を中止

せざるを得なかった。今年度は、近年稀にみる雪不足に見舞われた。ここ数年、スノースポーツは、

大変厳しい環境にさらされているが、この様な時こそ世界に向けて環境保全のアピールが有効だと考

えられる。冬季スポーツ競技団体として、今後も、今まで以上に「雪」をキーワードに地球温暖化防

止や環境保全に関するメッセージを発信し、自らも継続して活動を行っていきたいと考えている。

（公財）日本テニス協会
１．実施概要
　本協会では、テニス界における環境保全、啓発、実践活動の 3つの柱を掲げている。そのツール

として、週刊少年マガジンに連載中のテニス漫画『Baby	Steps』に登場する主人公をモデルにした広

報用のポスターを活用し、「ほんのちょっとのエコ活動」をスローガンに日々の生活の中でも環境意

識を持ってもらえるよう活動に取り組んでいる。

２．平成 27 年度事業活動
●「JTA 環境保全基本方針」を策定（新規）

●日本テニス協会主催大会をはじめ、カンファレンス、大会等で環境バナーを掲示

●テニス界における環境保全と整備を目的とした活動（3R推進）

●子どものマナーアップにつながる継続的なキャンペーンとして「ごみゼロ運動」を実施

●日本で行われる国際大会での啓発活動

３．具体的な活動実施内容とその成果
①「テニスの日」イベントでの啓発活動

毎年9月23日に全国で展開されているテニス普及イベントにおいて、「ほんのちょっとのエコ活動」

をスローガンに啓発活動を実施した。

②テニス指導者、選手、観客の方々への環境啓発活動

日本テニス協会主催大会をはじめ、カンファレンス等で環境ポスターを掲示して啓発活動を行った。

③グローバル・スポーツ・アライアンス（GSA）との協同事業

「テニスの日」有明メイン会場では、中古テニスボールの回収（3,000 個）と不要になったラケッ

トの回収（60本）を行った。テニスボールのリユース活動として、使い古したボールを全国の学

校機関に提供している。ボールは、教室内の騒音対策として机やイスの脚の先に取り付けられ、子

どもたちの教育環境づくりに役立つだけでなく、大量に廃棄していたごみの削減にもつながってい

る。また、ラケットは、GSA と国連環境計画 (UNEP) によるサポートのもとケニア・ナイロビで毎

年開催されている貧困地域の子どもたちを対象とした環境教育プログラム『GSA ドリームキャン

プ (Nature	&	Sport	Training	Camps)』で活用するために会場となる現地スポーツクラブに寄贈され

た。＊ GSA ホームページ：http://www.gsa.or.jp

５．JOC スポーツ環境専門部会員　玉利聡一
　JFA、J リーグ等全国的に継続して活動を継続している。JFA では、ワークフローシステムの導入

を進め、一部の申請・決裁業務についてさらにペーパーレス対応を進めることができた。まだ紙利用

の多い職場であるため、今後も本取組を推進したい。また、全体を俯瞰し、環境活動が根づいた反面、

停滞化しているとの声、相談もいただいているため、今後着手したいと考える。

（公財）全日本スキー連盟
１．実施概要
　本連盟は冬季スポーツ競技団体として、地球温暖化による雪不足を切実な問題として捉え、「I	

LOVE	SNOW」キャンペーンを展開し 11年目を迎えている。このキャンペーンでは、「自然に対する

感謝を表す活動」、「雪を通じた感動体験の共有」、「親子の絆を深める機会の提供」、「健康や楽しみを

得るための機会の提供」という四つのキーワードを掲げ、「スキー選手」を通して環境保全に対する

啓発活動を行っている。

２．平成 27 年度事業活動
● Fun	to	Share キャンペーン参加による低酸素社会への啓発活動

●「I	LOVE	SNOW」One's	Hands キッズフェスタ 2016

３．具体的な活動実施内容とその成果
① Fun	to	Share キャンペーン参加による低酸素社会への啓発活動

Fun	to	Share 宣言『スノースポーツを通して自然の大切さを伝えることで、低炭素社会へ。』を行い、

環境保全に対する啓発活動を行った。

②「I	LOVE	SNOW」One's	Hands キッズフェスタ 2016 の開催

神奈川県川崎市にある屋内スキー場　スノーヴァ溝の口にて、近隣在住の子供たちを対象とした雪

上イベントである「I	LOVE	SNOW」One's	Hands キッズ・スノーファンフェスタ 2016 を開催した。

今シーズンは雪不足のため、例年の様な屋外スキー場でのイベント開催ができなかったが、逆にこ

の状況を参加した子供たちに伝えることで、地球温暖化防止の啓発活動ができました。参加した子

供たちがイベントを通してスキーや雪遊びを楽しむことで、スノースポーツの楽しさや雪（自然環

境）の大切さを実感してもらう機会を提供した。

〈成果〉

上記の活動により、雪（自然環境）を守ることの大切さ、日常的に意識することが環境保全につな

がることを発信できた。

４．全体的な成果と今後の課題
　「I	LOVE	SNOW」キャンペーンを展開し 11年目を迎え、本キャンペーンの主旨や活動が定着し、

継続の重要性を感じている。今後は、この状況をベースにし、更なる啓発活動にステップアップを行

いたい。


